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日常生活圏域ニーズ調査結果はどうか。
住民ほけん課長　65才以上で要介護・要支援認定
を受けていない方の中から、無作為抽選で750人、
介護認定を受けていて施設または居宅系サービス
を利用している150人、認定を受けていない人
300人、合せて1,200人に調査票を送った。回収
率は62.6％である。今後、第６期介護保険事業計
画のデータとして活用する。

町の高齢者と独居世帯等の実態と将来推計は。
住民ほけん課長　高齢者のみ世帯が1,210世帯、
独居者世帯は1,154世帯、社協や民生委員の協力
を仰ぎながら生活上の実態把握に努めている。

認知症初期集中支援チームの設置や認知症地域支
援推進員の配置は、今年度から平成30年４月まで
取り組むことになっているがどうか。
住民ほけん課長　第６期計画に盛り込む。
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地域ケア会議の開催により課題解決に努めよ。
住民ほけん課長　地域包括支援センターが主催
し、町は事務局等のサポートをする考えだ。構成
メンバーは協議中だが、自治体職員、地域包括支
援センターの職員、ケアマネージャー、介護事業
者、民生委員、歯科医師、医師等で慎重に人選する。

事業を推進するには人材育成が重要である。
住民ほけん課長　担当職員一丸となり推進する。

　佐々木　ひろ子（公明党）
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町の認知症患者は 455名　対策急げ

認知症ケアパスを作成し提供する
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　　松伏町議会構成 会派
平成26年６月13日　現在

◎会派の代表

会派名 人数 議員名 当選回数

自民の会 5

◎ 高 橋 昭 男 4
佐 藤 永 子 10
渡 辺 忠 夫 3
山 﨑 善 弘 3
松 岡 高 志 1

町民クラブ 3
◎ 鈴　 木　　 勝　 5

堀 越 利 雄 3
長 谷 川　 真　 也 2

公明党 2
◎ 佐 々 木　　ひ ろ 子 6

川  上　 　 力 　 1

日本共産党 2
◎ 吉 田 俊 一 5

広 沢 文 隆 3

無所属クラブ 2
◎ 福 井 和 義 2

鈴 木　　 勉 　 1
新自民クラブ 1 ◎ 荘 子 敏 一 4


